
　
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た

信
楽
焼
は
本
市
が
誇
る
地
場
産
業

と
し
て
、
地
域
経
済
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
は
本
市
の
未
来
を
創
造
す
る
う

え
で
不
可
欠
で
す
が
、
安
価
な
外

国
産
陶
磁
器
に
押
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
信
楽
焼
の
生
産
額
は
年
々
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
海
外
販
路
の

開
拓
や
、
他
の
産
地
に
は
な
い

画
期
的
で
新
た
な
ヒ
ッ
ト
商
品
の

開
発
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
で
、

国
内
外
へ
陶
都
信
楽
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
世
界
有
数
の
料
理
の
学
会

に
、
料
理
を
引
き
立
た
せ
る
た
め

の
器
と
し
て
信
楽
焼
を
出
展
し
、

世
界
的
に
有
名
な
シ
ェ
フ
か
ら
注

目
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。
今
後
も
、
海
外
市

場
で
の
安
定
し
た
流
通
の
獲
得
を

め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
全
国
募
集
枠
に
よ

り
信
楽
高
等
学
校
へ
入
学
し
た
生

徒
の
支
援
や
、
陶
業
関
係
の
職
を

め
ざ
す
修
学
者
に
対
す
る
修
学
資

金
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
信
楽
焼
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
独

自
性
を
打
ち
出
し
、
売
れ
る
物
づ

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
で
担
い
手

育
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

信
楽
焼

薬
業

農
林
業

地
場
産
業
で

�
ま
ち
を
元
気
に

　
本
市
に
は
、焼
き
物
、薬
、お
茶
な
ど
、市
外
に
誇
れ
る
地
場
産
業
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
地
場
産
業
の

振
興
は
地
域
経
済
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
人
口
減
少
対
策
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
、元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
資
源
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
価
値
や
魅
力
を
見
い
だ
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
で
、

ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

海
外
販
路
の
開
拓
や

新
商
品
開
発
を
支
援

稼
ぐ
力
が
強
い

地
域
基
盤
産
業
へ

６
次
産
業
で
所
得
向
上

地
域
林
業
の
再
生・強
化

　
本
市
は
滋
賀
県
を
代
表
す
る
薬

業
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
、
そ
の

生
産
額
は
県
全
体
の
９
割
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。
市
内
に
は
多
く
の
医

薬
品
関
連
企
業
が
立
地
し
、
税
収

と
雇
用
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
薬
業
界
で
は
、

配
置
売
薬
の
需
要
の
減
少
や
、
規

制
緩
和
に
よ
る
販
売
形
態
の
変
化

　
近
年
、
農
業
を
取
り
ま
く
環
境

は
厳
し
く
、
米
価
や
茶
価
の
下
落

な
ど
に
よ
り
、
農
業
所
得
が
低
迷

し
、
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
農
業
者
が
連
携
し
て
生

産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
行
う

６
次
産
業
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
加
工

品
を
生
産
し
て
「
甲
賀
野
菜
」
の
ブ

に
よ
る
価
格
競
争
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
総
務
省
が
甲
賀
市
を

対
象
に
「
地
域
の
基
盤
産
業
強
化

の
た
め
の
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
地
方
創
生
に
お

い
て
重
要
と
な
る
地
域
の
基
盤
産

業
を
強
化
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　

薬
業
は
、「
稼
ぐ
力
」
が
大
変

強
い
産
業
で
あ
る
こ
と
が
統
計

ラ
ン
ド
力
を
市
内
外
に
発
信
し
な
が

ら
、
経
営
の
安
定
と
所
得
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
茶
道
指
導
所
で
進
め
ら
れ
て

い
る
花
の
香
り
を
売
り
に
し
た
新

た
な
近
江
の
茶
の
開
発
も
茶
業

支
援
の
一
つ
で
す
。
こ
の
成
果
を

地
場
産
業
の
伝
統
に
生
か
し
な
が

ら
、
輸
出
も
視
野
に
新
し
い
商
品

の
生
産
や
販
売
に
よ
る
所
得
の
安

定
を
支
援
し
ま
す
。

デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、「
く
す
り
の
ま

ち
甲
賀
」
と
し
て
の
、
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
本

市
の
伝
統
的
な
配
置
売
薬
の
シ
ス

テ
ム
を
生
か
し
た
振
興
施
策
を
打

ち
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
漢
方
薬
の

原
料
と
な
る
薬
用
作
物
の
産
地
化

へ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
薬
業
界
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
な
が
ら
、
担
い
手
の
育
成
と
知

識
・
技
術
の
高
度
化
や
販
路
開
拓

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
国
産
材
の
価
格
低

迷
に
伴
い
、
管
理
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
た
山
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
山
の
恵
み
や
価
値
を

見
直
す
取
り
組
み
と
し
て
、「
甲

賀
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
結
果
、
間
伐
材
出
荷
者
に
地
域

通
貨
を
発
行
し
て
地
域
で
の
消
費

拡
大
と
域
内
経
済
の
活
性
化
に
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
共
建
築
物
に
お
け

る
地
元
産
材
の
活
用
を
進
め
、
地

域
林
業
の
再
生
と
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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一さん
　地場産業としての信楽焼ブ
ランドを未来に継承していくた
めには安定した経営を確保し、
後継者を育成しなければなり
ません。
　そのために、昨年度から海
外で実施している食とあわせた信楽焼を紹介する取り組
みを継続し、国内外の市場にしっかりとつなげていく販
路拡大が重要と考えています。
　また、信楽にいる若い陶芸家の新しい感性を大切にし、
それを新商品の開発につなげることも大切です。担い手
を支援し、一部の商品だけが潤うのでなく信楽の陶業全
体が活性する商品の開発や事業者間の連携を進めてまい
ります。

　薬業は、皆さんにとって最も大事な健康に必要不可
欠な産業です。健康な方がますます健康になってもら
うための業界であり、健康のサポート役でもあります。
　薬の販売形態の変化により消費者の購入方法も変
化し、配置売薬の需要は減少しています。高齢化社
会を見据えると、薬を買う際に対面して丁寧な説明を
受けてから購入できる配置売薬には大きな強みがあ
り、新たな仕組みを考える価値はあると思います。
　これからの薬業界は、国
内外の販路拡大に加えて、
商品開発をするための人材
育成も必要となってきます。
若い人材を地場産業の会社
へ雇用することで業界の活
性化を図ってまいります。

　甲賀市は近江の茶の約９６％を生産する産地ではあり
ますが、近年の茶価の下落により所得が十分に得られ
ないことが後継者不足にもつながっています。
　これからも煎茶やかぶせ茶が販売の軸になりますが、
茶農家の所得を向上させるためには消費者の多様な
ニーズに応える商品の幅を広げることが必要だと考え
ています。
　茶業指導所では茶葉が備えている香りの成分に着目し、
花の香りのお茶を作り出そうとしています。今後は生産
者がこのお茶の製造に負担なく取り組める研究も進め、
市場の拡大による茶業の活性化を支援してまいります。
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